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研究目的 

音響キャビテーションは，各種部品の超音波洗浄，殺菌・有機物分解などの環境浄化，

有機物合成， 気泡造影剤を用いた医用診断や集束超音波によるガン治療，細胞内への

薬品・遺伝子導入など，エレクトロニクス，化学，医用など非常に広い分野に応用され

ている。音響キャビテーション気泡の振る舞いはまだよく分かっていないことが多い。 

当研究室では，その気泡運動の振る舞いを研究し，各種応用の基礎データを提供する。 

研究内容 

28ｋHzから1MHzにわたる広帯域で強力な超音波を発生し，種々の液体中で音響

キャビテーションを起こす。その際の発光（ソノルミネセンス）のスペクトル測定を

行ったり，音響センサーで衝撃波などを観測する。 

キャビテーション気泡の発生，合体，分裂などの気泡動力学を高速度カメラ（最大

100万fps）を用いて観測する。 

用  途 

新しい洗浄方法の開発。 

キャビテーション気泡からは水酸化ラジカル（OHラジカル）が発生するので，これ

を使った化学的作用が期待できる。 
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